
昭 和46 年2 月5 日

区のお知らせ

第235 号( 1)

足 立 区
企 画 室

( 882) 1111
足 立 区 千 住 一 丁 目50

中 小 企 業 融 資 説 明 会

金融機関から資金を借 りられな
い中小企業者に融資を行ない ます
が、こ の利用方法の説明会を次に
より開きます。
日時=2 月9 日( 火) 区役所常

東出張所2 階( 千住旭町9 ―16)
くわし くは福祉課援護係へどうぞ

人 口 調 べ

( 昭和46年1 月1 日現在)

世 帯　　　179, 693
男　　　　294, 712

女　　　　283, 219

計　　　　577, 931

( 前月 より1, 044人 増加)

千
住
区
民
福
祉
セ
ン

タ
ー

着
工

老

人

・
こ
ど
も
の
施

設

を
中
心

に

本
年
末
に
は
千
住
元
町
に
完
成
の
予
定

区
で
は
、
区
内
各
地
域
の
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
、
区
内
を
四
つ
の

大
き
な
地
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
区
民
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
設
中

で
、
す
で
に
中
部
(
梅
田
)
東
部
(
綾
瀬
)
は
完
成
し
、
さ
か
ん
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
目
下
西
部
(
鹿
浜
)
で
は
完
成
を
目
前

に
工
事
を
急
い
で
お
り
、
さ
ら
に
千
住
地
域
で
も
着
工
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
着
工
し
た
「
千
住
区
民
福

祉
セ
ン
タ
ー
」
は
、
千
住
元
町
三
三
番

元
宿
神
社
と
な
り
に
で
き
ま
す
。
こ
の

土
地
は
、
も
と
日
建
製
紙
の
工
場
が
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
、
都
が
工
場
跡
地
買
上

げ
制
度
で
入
手
し
た
も
の
を
、
さ
ら
に

区
が
都
か
ら
買
収
し
た
も
の
で
す
。

同
地
の
地
続
き
で
は
、
目
下
十
四
階

建
て
の
高
層
都
営
住
宅
二
棟
、
三
九
〇

戸
の
建
設
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
都
住
と
並
ん
で
建

て
ら
れ
ま
す
。

建
て
物
の
特
徴
は
、
都
立
足
立
授
産

場
(
現
在
興
野
町
に
仮
設
)
と
併
設
、

お
も
に
老
人
と
児
童
を
対
象
に
い
ろ
い

ろ
な
設
備
を
と
と
の
え
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
地
域
に
は
集
会
所
が
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
区
民
の
会
議
や
集
会
の

場
所
と
し
て
、
会
議
室
や
集
会
室
・
大

ホ
ー
ル
な
ど
も
設
け
ら
れ
ま
す
。

お
も
な
規
模
概
要
と
設
備
は
次
の
と

お
り
。な
お
、本
年
末
に
完
成
の
予
定
。

■
敷
地
面
積
　
一
六
四
九
平
方
㍍

■
建
物
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建

て
(
一
部
三
階
)
延
床
面
積
二
一
〇
一

平
方
㍍
、
内
訳
け
、
セ
ン
タ
ー
の
延
面

積
一
七
三
七
平
方
㍍
。
授
産
所
の
延
面

積
三
六
四
平
方
㍍
。

■
各
階
の
設
備
(
セ
ン
タ
ー
)

一
階
　
老
人
施
設
=
舞
台
つ
き
大
広
間
(

日
本
間
五
十
六
畳
)
、娯
楽
室
(
日

本
間
二
十
畳
)
、
浴
室
(
男
女
各
十

人
用
)

▼
お
風
呂
が
あ
っ
て
、
舞
台
つ
き
の
大

広
間
で
の
ど
自
慢
や
踊
り
が
楽
し
め
、

娯
楽
室
で
は
囲
碁
、
将
棋
な
ど
が
で
き

ま
す
。

二
階
　
老
人
施
設
=
図
書
室
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
、
健
康
相
談
室

▼
静
か
に
本
を
読
み
た
い
方
は
図
書
室

へ
、
若
さ
を
保
つ
た
め
に
は
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
で
軽
い
体
操
、
病
気
の
こ
と
な

ら
健
康
相
談
室
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

二
階
　
児
童
施
設
=
卓
球
室
(
三
台
)
　

音
楽
室
、
幼
児
室

▼
ピ
ン
ポ
ン
で
元
気
に
遊
ん
で
く
だ
さ

い
。
い
ろ
い
ろ
な
楽
器
で
音
楽
を
お
ぼ

え
て
く
だ
さ
い
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
は

幼
児
室
で
お
母
さ
ん
と
積
木
遊
び
な
ど

を
ど
う
ぞ
。
絵
本
も
備
え
ま
す
。

二
階
　
一
般
の
区
民
施
設
=
会
議
室
(

洋
間
四
十
人
)

、
集
会
室
(
日
本
間

十
八
畳
)

▼
各
種
の
会
議
に
会
議
室
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
小
人
数
の
場
合
二
室
に
仕
切

れ
ま
す
。
集
会
室
は
、
華
道
、
茶
道
そ

の
他
の
講
習
会
に
向
い
て
い
ま
す
。

三
階
　
大
ホ
ー
ル
(
舞
台
、
固
定
い
す

二
百
四
十
四
席
)

▼
小
さ
な
公
会
堂
と
い
っ
た
感
じ
、
講

演
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
発
表
会
な
ど
に

ご
利
用
で
き
ま
す
。

■
全
館
冷
暖
房
付

写
真
は
完
成
予
想
図

住
居
表
示
八
月
実
施
の
予
告

新
設
…
…
栗
原
一
丁
目
・
同
二
丁
目
、
六
月
三
丁
目

一
部
変
更
…
…
竹
の
塚
一
丁
目
、
島
根
四
丁
目

栗
原
町
や
六
月
町
の
一
部
、
東
武
線

西
新
井
駅
～
竹
の
塚
駅
間
の
東
側
沿
線

一
帯
に
、
八
月
か
ら
住
居
表
示
が
実
施

さ
れ
ま
す
。(
略
図
参
照
)

新
町
名
は
、
栗
原
一
丁
目
、
栗
原
二

丁
目
、
六
月
三
丁
目
、

ま
た
、
同
時
に
竹
の
塚
一
丁
目
に
栗

原
町
と
六
月
町
の
各
一
部
が
、
島
根
四

丁
目
に
は
栗
原
町
の
一
部
が
、
そ
れ
ぞ

れ
編
入
さ
れ
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
六
月
号
で
も
う

一
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
印
刷
物
等

で
ご
都
合
の
あ
る
方
は
、
住
居
表
示
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
該
当
地
域
に
お
住
い
の
方
が

た
に
は
、
住
居
表
示
番
号
を
、
お
よ
そ

一
か
月
前
に
ご
通
知
し
ま
す
。
そ
の
後

案
内
図
や
注
意
書
、
住
居
表
示
通
知
用

の
ハ
ガ
キ
な
ど
を
お
届
け
し
ま
す
。

善
行
青
少
年
を

ご
推
せ
ん
く
だ
さ
い

区
で
は
、
「
青
少
年
と
と
も
に
す
す

む
運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の

活
動
目
標
の
一
環
と
し
て
、
地
域
社
会

で
よ
い
行
な
い
を
し
た
青
少
年
に
対

し
、
そ
の
行
な
い
を
ほ
め
た
た
え
、
良

識
あ
る
社
会
人
と
し
て
成
長
す
る
よ
う

に
明
る
い
希
望
と
力
ず
け
を
あ
た
え
る

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

次
の
事
項
に
該
当
す
る
青
少
年
が
、

あ
な
た
の
お
近
く
に
い
ま
し
た
ら
、
ど

し
ど
し
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

行
為
基
準
　
(
1
)
勇
気
、親
切
を
示
し

周
囲
を
明
る
く
す
る
行
な
い
　
(
2
)
公
徳

心
を
高
め
る
行
な
い
　
(
3
)
自
立
心
に
富

ん
だ
行
な
い
　
(
4
)
誠
実
、責
任
、努
力

が
認
め
ら
れ
る
行
な
い
　
(
5
)
そ
の
他
こ

れ
ら
に
準
ず
る
よ
い
行
な
い

年
齢
基
準
　
十
八
歳
未
満
の
青
少
年

地
域
基
準
　
足
立
区
の
住
民
ま
た
は

足
立
区
に
通
学
、
通
勤
し
て
い
る
も
の

行
為
対
象
期
間
　
原
則
と
し
て
昭
和

四
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
六

年
三
月
三
十
一
日
ま
で

推
薦
方
法
　
青
少
年
対
策
地
区
委
員

会
が
地
域
内
の
学
校
、職
場
お
よ
び
各

種
団
体
等
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
候
補
者

を
と
り
ま
と
め
足
立
区
長
に
提
出
す
る

締
切
期
日
　
二
月
二
十
日
(
土
)

く
わ
し
く
は
区
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
青
少
年
係
へ

区
民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

区
と
区
教
育
委
員
会
で
は
、
第
二
十
回
区
民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
昭
和
四
十
六
年
三
月
七
日
(
日
)
　

午
前
九
時
　
(

小
雨
雪

決
行
、
雨
天
の
場
合
は
三
月
三
十
一
日
)

場
所
　
区
営
五
反
野
グ
ラ
ン
ド
を
基
点
と
す
る
折
返
し
コ
ー
ス

種
目
　

【
一
般
/
高
校
・
大
学
生
の
部
】
=
個
人
・
団
体
/

七
㌔

【
壮
年
…
三
十
五
歳
以
上
・
四
十
歳
以
上
・
四
十
五
歳
以
上
/
女
子
(

中
学
・
高
校
生
を
含
む
)
の
部
】=

一
㌔
　
【
中
学
生
の
部
…
各

学
年
別
】=
二
㌔
　
(

年
齢
は
大
会
当
日
現
在
を
基
準
と
す
る
)

参
加
資
格
　
区
内
在
勤
・
在
学
・
在
住
の
か
た
(
参
加
費
は
無
料
)

申
込
み
先
　
区
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課
体
育
係
(
所
定
の

申
込
み
用
紙
、
ま
た
は
、
は
が
き
に
て
申
し
込
む
)

申
込
み
締
切
り
　
二
月
二
十
四
日
(
水
)

都
税
の
お
知
ら
せ

▼
固
定
資
産
税
第
四
期
―
―
三
月
一
日

(
月
)
が
納
期
限
で
す
。

▼
個
人
事
業
税
の
申
告
期
限
は
三
月
十

五
日
で
す
が
、
二
月
十
六
日
か
ら
受
付

け
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
す
ま
せ
く
だ

さ
い
。

▼
固
定
資
産
税
の
台
帳
縦
覧
―
―
三
月

一
日
か
ら
二
十
日
(
土
)
ま
で
、
固
定

資
産
税
の
課
税
台
帳
を
お
見
せ
し
て
い

ま
す
か
ら
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産

を
お
持
ち
の
か
た
は
ご
ら
ん
く
だ

さ

い
。
場
所
=
足
立
税
務
事
務
所

アナタのオナマエの照会ハガキ

元
日
に
み
な
さ
ま
の
と
こ

ろ
へ
お
願
い
し
ま
し
た
「
氏

名
照
会
ハ
ガ
キ
」
は
い
ま
続

々
と
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
調
査

が
完
全
に
行
な
え
れ
ば
、
今

後
は
み
な
さ
ま
の
お
名
前
の

呼
び
方
に
つ
い
て
ご
迷
惑
が

か
か
ら
な
く
な
る
と
思
い
ま

す
。現

在
、
区
で
は
み
な
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
回
答
を
電
子
計

算
機
に
記
憶
さ
せ
る
作
業
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

な
お
、
一
人
の
も
れ
も
な
く
正

確
な
呼
び
名
と
す
る
た
め
に
、
お

答
え
を
い
た
だ
け
な
か
っ
た
方
に

は
再
度
照
会
い
た
し
ま
す
。
も
し

ま
だ
出
し
忘
れ
て
い
る
方
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
今
か
ら
で
も
結
構
で

す
か
ら
、
至
急
ご
回
答
下
さ
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(
区
民
部
管
理
課
)

区
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
手
続
説
明
会

来
た
る
四
月
十
一
日
に
は
、
足
立
区

議
会
議
員
の
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
予
定

で
す
。
こ
の
選
挙
に
立
候
補
さ
れ
る
か

た
が
た
に
、
関
係
書
類
の
交
付
な
ら
び

に
立
候
補
手
続
き
な
ど
の
説
明
会
を
行

な
い
ま
す
。

立
候
補
を
さ
れ
る
か
た
は
、
印
鑑
を

持
参
の
う
え
ご
参
会
く
だ
さ
い
。(
代

理
人
の
場
合
は
、
両
者
の
印
鑑
持
参
)

な
お
、
参
会
者
数
は
一
立
候
補
者
に

つ
い
て
、
二
名
以
内
で
す
。

開
催
日
時
　
二
月
二
十
六
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分

開
催
場
所
　
区
役
所
七
階
大
会
議
室

農
業
委
員

選
挙
人
名
簿
縦
覧

区
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
昭
和
四

十
六
年
一
月
一
日
現
在
の
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
製
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
名
簿
を
お
た
し
か
め
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間
　
二
月
二
十
三
日
(
火
)

～
三
月
九
日
(
火
)
毎
日
午
前
八
時
三

十
分
～
午
後
五
時

縦
覧
場
所
　
区
選
挙
管
理
委
員
会
(

区
役
所
三
階
)

掲
示
板

新
入
学
区
教
育
委
員
会
で
は

昭
和
四
十
六
年
度
に

小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
(
昭
和
三
十

九
年
四
月
二
日
～
四
十
年
四
月
一
日
生

ま
れ
)
の
保
護
者
あ
て
に
就
学
通
知
書

を
郵
送
し
ま
し
た
。
ま
だ
通
知
書
を
お

受
け
取
り
に
な
っ
て
い
な
い
方
は
、
至

急
、
区
教
育
委
員
会
事
務
局
学
務
課
学

事
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
新
入
学
児
童
の
予
防
接
種

小
学
校
入
学
予
定
の
児
童
に
は
次
の

と
お
り
、
伝
染
病
の
定
期
予
防
接
種
を

行
な
い
ま
す
。(
無
料
)

予
防
接
種
の
種
類
(
1
)
種
痘
(
第
二
期
)
(
2
)

ジ
フ
テ
リ
ア
(
第
三
期
)

日
時
・
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
直
接
郵

便
で
ご
連
絡
し
ま
す
。
実
施
は
二
月
中

旬
の
予
定
。(
足
立
・
千
住
保
健
所
)

千
住
保
健
所

一
時
移
転

千
住
保
健
所
で
は
庁
舎
改
築
の
た
め

三
月
三
日
か
ら
北
千
住
駅
東
口
、
日
ノ

出
町
二
七
―
一
、
日
本
住
宅
公
団
日
ノ

出
団
地
内
の
仮
庁
舎
で
業
務
を
行
な
い

ま
す
。
な
お
、
二
月
二
十
七
日
～
三
月

二
日
ま
で
は
移
転
の
た
め
業
務
は
中
止

し
ま
す
。

成
人
学
校
余
暇
を
楽
し

く
有
意
義
に

<
期
間
と
時
間
>
二
月
十
六
日
～
三
月

二
十
五
日
　
毎
週
火
・
木
曜
日
　
午
後

六
時
～
八
時
　
(

十
二
日
間
)

<
会
場
>
区
青
年
館
(
東
武
線
大
師
前

駅
前
)

<
科
目
と
講
師
>
郷
土
史
(
元
区
史
編

さ
ん
調
査
員
西
垣
隆
雄
・
勝
山
準
四
郎

・
羽
田
栄
太
)

、
チ
ェ
ス
入
門
(
日
本

チ
ェ
ス
協
会
指
導
員
宮
坂
幸
雄
・
星
野

栄
造
・
松
本
康
司
)
、
茶
道
(
表
千
家

教
授
川
上
香
華
)

<
申
し
込
み
>
二
月
六
日
か
ら
社
会
教

育
課
文
化
係
(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
)

<
資
格
>
区
内
在
住
在
勤
の
一
般
成
人

<
定
員
>
各
科
と
も
五
十
名

<
受
講
料
>
無
料
(
材
科
費
各
自
負
担
)

青
年
文
化
教
室

<
期
間
と
時
間
>
二
月
十
七
日
～
三
月

二
十
六
日
　
毎
週
水
・
金
曜
日
　
午
後

六
時
三
十
分
～
八
時
三
十
分
(
十
二
日

間
)
　
<
会
場
>
区
青
年
館

<
科
目
と
講
師
>
手
芸
=
和
紙
の
手
芸

(
日
本
手
工
芸
協
会
講
師
石
塚
一
枝
)
　

カ
メ
ラ
=
撮
影
か
ら
現
象
ま
で
(
東
京

写
真
学
校
講
師
上
条
正
名
)

、
料
理
=

冬
の
お
総
菜
(
女
子
栄
養
大
学
栄
養
生

活
普
及
会
講
師
沢
田
千
津
子
)

<
申
し
込
み
>
二
月
六
日
か
ら
区
青
年

館
ま
で
、
電
話
八
九
〇
―
〇
〇
六
一

<
資
格
>
区
内
在
住
在
勤
の
二
十
五
歳

以
下
の
方
　
<
定
員
>
各
科
と
も
五
十
名

(
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
)

<受
講
料
>
無
料
(
材
料
費
各
自
負
担
)

趣
味
の
教
室

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
東
綾
瀬

一
丁
目
五
―
一
七
)
で
は
、
次
の
講
座

を
開
き
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
基
礎
的

知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
ら
れ
ま
す
か

ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お

申
し
込
み
は
、
直
接
セ
ン
タ
ー
事
業
係
(

六
〇
五
―
七
一
〇
一
)
へ

(
月
曜
日
は
休
み
で
す
)

美
容
教
室
《
冬
の
お
肌
の
手
入
法
》
日

時
―
二
月
九
日
(
火
)
午
後
一
時
、

講
師
―
こ
と
ぶ
き
会
美
容
部

文
学
教
室
《
更
級
日
記
》
日
時
―
二
月

十
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分
、
講

師
―
阿
川
昔
氏

指
圧
教
室
　
日
時
―
二
月
十
日
(
水
)

午
後
二
時
、
講
師
―
足
立
区
鍼
灸
マ

ッ
サ
ー
ジ
師
会

音
楽
教
室
《
コ
ー
ラ
ス
》
日
時
―
二
月

十
日
(
水
)
午
後
三
時
、
講
師
―
池

田
輝
樹
氏

絵
画
教
室
《
デ
ッ
サ
ン
と
油
絵
》
日
時

―
二
月
十
三
日
(
土
)
二
十
七
日
(

土
)
各
午
後
一
時
三
十
分
、
講
師
―

木
村
林
吉
氏

料
理
教
室
《
寒
い
時
の
お
い
し
い
ス
ー

プ
》
日
時
―
二
月
十
六
日
(
火
)
午

後
一
時
、
講
師
―
足
立
精
養
軒

手
芸
教
室
《
き
め
こ
み
人
形
立
ビ
ナ
》

日
時
―
二
月
十
七
日
(
水
)
午
後
一

時
、
講
師
―
勝
俣
寿
子
氏
(
材
料
費

一
千
五
百
円
、
三
千
八
百
円
)

生
花
教
室
《
古
流
》
日
時
―
二
月
十
九

日
(
金
)
午
前
十
時
、
講
師
―
岩
佐

マ
チ
氏
(
材
料
費
二
百
円
)

折
紙
教
室
《
立
ビ
ナ
》
日
時
―
二
月
二

十
一
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
、

講
師
―
河
合
豊
彰
氏
(
材
料
費
百
五

十
円
)

■
ひ
な
ま
つ
り

中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
関
原
二

丁
目
一
〇
―
一
〇
)
で
は
、
二
月
二
十

八
日
午
後
一
時
半
に
一
足
早
い
「
ひ
な

ま
つ
り
」
を
行
な
い
ま
す
。
映
画
・
童

話
・
楽
器
演
奏
な
ど
が
あ
り
、
入
場
無

料
。国

民
年
金
の

か
け
金
に
つ
い
て

国
民
年
金
被
保
険
者
の
み
な
さ
ま
へ

第
四
期
分
(
一
月
～
三
月
分
)
の
納
付

書
を
郵
送
し
ま
し
た
。
都
内
の
銀
行
・

信
用
金
庫
(
組
合
)
や
郵
便
局
な
ら
ど

こ
で
も
払
込
み
で
き
ま
す
。

な
お
二
月
八
日
ご
ろ
ま
で
に
納
付
書

が
着
か
な
い
方
は
国
民
年
金
課
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

愛
の
献
血

も
し
、
あ
な
た
の
ご
家
族
や
友
人
が

病
気
・
事
故
等
の
た
め
、
輸
血
の
必
要

が
生
じ
た
と
き
、
献
血
し
て
お
き
ま
す

と
、
「
献
血
手
帳
」
に
よ
っ
て
、
血
液

が
優
先
的
に
確
保
さ
れ
ま
す
。

二
月
の
移
動
採
血
車
巡
回
日
程

▽
九
日
(
火
)
弥
生
小
学
校

▽
十
五
日
(
月
)
弘
道
第
一
小
学
校

▽
十
七
日
(
水
)
竹
の
塚
駅
(
東
口
)

▽
二
十
三
日
(
火
)
第
七
中
学
校

▽
二
十
五
日
(
木
)
第
十
五
中
学
校

▽
二
十
七
日
(
土
)
北
千
住
駅
(
西
口
)

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
～
午

後
三
時
。

(
日
本
赤
十
字
社
・
足
立
区
役
所
)

■ 区役所の電話882―1111　第二庁舎886―3165　足立福祉事務所888―3141　東部福祉事務所605―7101　中部福祉事務所889―1481



昭 和46 年2 月5 日 区 の お 知 ら せ 第235 号 ( 2)

住民税 申告書の書き方
ことしも「住民税」の申告時期が近づい

てまいりました。みなさんが、正しい申告

をされることによ って、適正な課税がなさ

れるよう、今月号は、住民税の申告と申告

書の書き方について、ご説明します。

課税される人は… ………
□ 46年1 月1 日 現在 区内に住 み、前 年 中( 45

年中) に所得があった人。

ただし 、非課税に該当する人は除 きます。

□ 　 区内に事務所や事業 所、家屋敷などが

あって、区内に住んでい る人。

申告が必要な人は………
□ 前年中に所得があった人。
ただし、次に該当する人は除かれます。

1. 所得税の確定申告をする人。

2. 前年 中の所得が給与所得だけ で、勤務先

から区へ給与支払 報告書が出された人
3. 前年中の合 計所 得金額が基礎控除額、配

偶者控除額お よび扶養控除額の合計額以 下

の人
□ 事務所　 事業 所・家屋敷な どがある人。

〔おねがい) 　 区 から申告 書が送られた人

で、無所得または上 記ただし書きに該当の

ため、申告義務のな い人で も、その旨また
は該当 事 項を記 入のうえ提 出され ますよ

う、特段のご協力をお願い します。

提出期限と場所は…… …
提 出期限は3 月15日です。 期限まぎわは

たい へん混み合い ますから、なるべくお早
めに区役所、同第二庁舎、または もよ りの

出張 所へお出しください。 なお、例年 のと
おりみな さんの利便をはかるため、次のと

おり課税課職員が出張受付を行な いますか

らご 利用 ください。

◎ 3 月9 日( 火) ・10日( 水)

場所…常 東出張 所・第三出張所～第十二
出張所

◎ 3 月11 日( 木) ・12日( 金)

場所…第十三出張所～第二十 出張 所・東

綾 瀬出張所・東栗原出張所

※ 時間はいずれ も午前9 時～午後4 時

計算の仕方は… …‥ … ……

( 1) 所得金額=収入金額- ( a) 必要経費- ( b) 事

業専従者控除額

( 2) 課税標準額=所得金額- ( c) 所得控除

( 3) ( d) 算出所得割額=課税標準額× 税率

( 実際に計算する場合は、後でご説明する

算出所得割額の出し方によ ります)
( 4) 差引所得割額=算出所得割額- ( e) 税額控

除
( 5) 特別区民税・都民税個人分=差引所得割

額+均等割額( 区600円、都100円)
なお、( 3) 以下は、特別区民税分と都民税個

人分 とを、それぞれ計算し、そ れを合計し

たものが住民税額となります。

( a) 必要経費とは

収入を得るために必要な経費で、次のよ

うなものが含 まれます。

販売し た商品 の原 価、雇人費、減 価 償 却

費、種苗代、飼糧費、固定資産税等です。

したがって、生活費は必要経費とはな りま
せんからご 注意ください。

( b) 事業専従者控除額とは

事業所得または不動産所得 を有する事業

主と同一生計の配偶者 または15歳以上の親

族が、事業主のその事業に6 か月以上 専従

した場合 に事業専従者として、次の( 1)か( 2)

のうち、いずれか少ない方の金額が収入金
額から差引かれ ます。

( 1) 15万円

( 2) ( 事業所得+ 不動産所得) ÷ ( 事業 専

従者数+1)
※ 青色申告の専従者は完全給与制ですか

ら、支払っ た給与の全額が必要経費に

算入 されます。

( c) 所得控除とは

次の12種類があ り、これに該当する場合

は所得金額から差引くことができ ます。

1. 雑損控除… あなたや、あな たと同一生計

の親族のうち、45年中の各種所得の合計

額が17万7, 500 円以下の人の資 産( 家屋・
家財道 具・現金な ど) が天災・火災 ・盗

難な どで損害を受けた場合 に控除 される

もので、計算方法は次のとお りで す。

( 損 害金額- 保険金などでうめられた金

額) - ( 所得金額× 1/ 10)

2. 医療費控除… あな たや、あなたと同一生

計の親族のために、45年中に支払 った治

療 費または医 薬費な どがあるとき控除さ
れるもので、計算方法は次のとおりです。

( 支払った医療 費の総額- 保険金でうめ

られた金額) - ( 所得金額× 5/ 100)

ただし、控除の最高限度額は30万円です。

3. 社会保険料… あなたや、あなた と同一生

計の親族の国民健康保険・国民年金など

の保険料を、45年中に支払っ た場合その
支払額の全額が控除されます。

4. 小規模企業共済掛金控除… 45年中に支払

った第1種共済掛金全額が控除され ます。
5. 生命保険料控除 … 45年 中に支払った保険

料、簡易保険料があった場合控除される

もので、支払った保険料が1 年間に

( 1) 1 万5000 円まで… 支払 った保険料全額
( 2) 1万5000円をこえ3万5000円まで…支

払った保険料× 1/ 2+7500円

( 3) 3万5000円をこえた場合… 2万5000円

◎ 保険契約による配当金は 、支払った

保険料から差引いて計算し ます。

◎ 一口の年間 の払込額が9, 000 円をこ

える ものは、証明書が必要です。

◎ 生存保険で5 年未満のものは対象外

です。

6. 障害者控除… あなたや、あなたの控除対

象配偶者または扶養 親族が障害者の場合、
1人8 万円。( 特別障害者は10万円)

7. 老年者控除… 65歳以上( 明治39年1 月1

日以前生 まれ) で、45年中の合計所得金

額が500 万円以下の場合、8 万円が控除

されます。

8. 寡( か) 婦控除 … 65歳未 満( 明治39年1 月2

日以後生 まれ) の寡婦( 夫と死別・離
別等) で、扶養親族 または45年 中の各種

所得の合計額が17万7, 500 円以下の同一

生計の子があ る場合 、8 万円が控除され

ます。

9.勤 労学生控除… 学生 で給与な どの勤労に

よる所得があり、45年 中の合 計所得金額

が28万円以下で、かつ、不 動産 ・配当な
ど勤労によらない所得が10万円、以下の

場合、8 万円が控除されます。
10. 配 偶者控除… 配偶者の45年中 の勤労に

よる所得の合計額が10万円( 自己 の勤労

によらない 所得の場合は5 万円、以下 の

場合、11万円が控除され ます。

11. 扶養控除 … 同一生計の親族( 配偶者を

除く) のうち、45年中の勤労による所得

の合計額が10 万円( 自己の勤労によらな

い所得の場合 は5 万円) 以下の人がいる
場合控除されます。45年中に死亡した扶

養 親族があるときは、そ の人 も含みます

( 1)配偶者がいる場合… 1 人目から8 万円

( 2)配偶者が いない 場 合… 1 人 目は9 万

円、2 人目からは8 万円

12. 基礎控除… 13万円です。

※ 先般、移制調査会 から答申が出ました

ので、今年も一 部の所得控除額が引上

げられるものと思われます。

( d) 算出所得割額の出し方

別掲 の速算表( 課税標準額× 税率―速算

控除額) により計算した ものが算出所得割

額で、特別区民税分と都民税個人 分とを別

々に計算します。
〔例〕 課税標準額が35万円の場合

350, 000円 × 3/ 100- 1, 50O 円=9, 000 円　

… 特別区民 税分

350, 000円 × 2/ 100=7, 000 円

… 都民税個人 分

( e) 税額控除とは

算出所得割額から控除される もので、45

年中に配当 所得があった場合に控除されま

す。 その控除額は

◎ 特別区民税分… 配当所得金額の3. 0%

◎ 都民税個人分… 配当所得金額の1. 2%

ただし、 課税総所得金額、課税長期( 短
期) 譲渡所得金額 の合計額が1, 000 万円を

こえる部分の配当所得金額については、こ

の率のそれぞれ半分です。

算出所得割額速算表

くわしくは課税課へ… …

「申告書用紙」と「申告書の手
びき」は2月10日ごろ発送します

以上 で住民 税の申告とその書き方 の説明

は終りますが、わからないところ や、 くわ

しいことは、後日郵送する「 申告書の手び

き」( 確定申 告予定者および勤務先から給
与支払報告書が提出される人は、前述のよ

うに住民税の申告は必要ありませんので郵

送されません) をお読みくださるか、課 税

課へおたずねください。

なお、「 申告書用紙」と「 申告書の手び

き」は、2 月10日ごろみなさんのお宅 へ発

送する予定です。 もし、日がたっても届か

なかったときは、ごめん どうでも区役所の
第一課税係、または、第二庁舎の第二課 税

係へご連絡ください。

「確定申告」を
されるかたへ

■ 混み合いますから
お早めに

所得税の確定申告期間は、2 月16日～3

月15日までです。こ の申告をされるかたは

住民税の申告をする必要はあり ませんが、

確定申告書に記入する際は、次の事項にご

留意 ください。
□ 　1 月1 日現 在の住所、氏名のフリガナ

は、 必ずご記入ください。
□ 　 用紙は税務署からお送りした番号入り

のものを必ずお使いください。 控用( 3 枚

目) で下書きし、誤りのないように確か め

てお書きください。提出用はカーボン不用

で、そのまま強 く書けば複写できます。

□ 　 「給与所得以外の住民 税の徴収方法の

選択」 欄… … 給与所得の住民税は、特別徴

収( 給料から差し引き) するこ とになって

い ますが、給与所得以外の所得 もある場合
◎ 　 その分の住民税も給 与所得分の住民税

といっし ょに納めたい ときは「 特別徴収」

の項を… …

◎ 　 給与所得分の住民 税とは別に、直 接納

めたい ときは、「 普通徴収」 の項を… …

それぞれ〇で囲んでください。
□ 　 確定申告の際、事業専従者 を有利な配

偶者控除 または扶養控除の対象 とし たが、

住民 税の場合は、逆に事業専従 者として申

告し たい場合、その人の氏名 を記入してく

ださい。

□ 　 その他、所得税の「申 告書の書き方」の

住民 税に関する事項の説明 を、よ くお読み

になって記入されるよう、お 願いし ます。

■ 確定申告の説明会
区 では、 足立税務署・都足立税務事務所

と共催で、次のとお り確定申告書の書き方

について説明会を開き ます。ご都合のよい
日に会場へおいでください。

2月9 日( 火) … 青年館( 西新井大師駅前)

2 月10日( 水) … 区役所7 階

2月12日( 金) … 東部区 民福 祉センター( 綾

瀬駅前)

時間は、いずれ も午後2 時～4 時( 予定)

■ 口座振替振替納税のご利用を

口座 振替 または振替納税とは、あなたの

普通預金口座、当座預金口座 または、納税

準備預金口座から、あなたに代 わって金融

機関が 納税する制度です。

こ れを利用し ますと、あな たが区役所や

税務署、金 融機関へわざわざ税金を納める

ためにでかける手間が省け ます。 また、納
期内に必ず納入されるので、延 滞のご心配

もなくな ります。あなたも、こ の便利な口

座振替をぜひ、ご利用ください。

お 申し込みは、区役所・税務署・ 都税事

務所または 金融機関の窓口で簡単に でき ま

す。

■ 火災の発生しやすいシーズンです。「火の元」に十分ご注意を。　◎ 水をまかないで! … …寒いとき道路に水をまくと滑ってキケンです。


